
 

 
 

 

社会福祉法人若山会では、研修委員会を中心に様々なテーマで研修を開催しています。 

令和５年 4 月 27 日（木）19：10 から、今年度最初の法人研修を、新型コロナウィルス

の感染症予防対策を継続し、「ハイブリッド研修」の形で開催しました。 

施設長講話では、「地域包括ケアシステムの過去から現在に至るまで」のテーマで。 

そして、外部講師として、大分県介護ロボット普及推進センターで業務アドバイザーとして

ご活躍をされている、理学療法士である小原 裕一様をお招きして、「大分県介護現場革

新事業～働きがいの向上について～」というテーマで講義をしていただきました。 

何故、色々な事業に取り組む必要があるのか、自分たちの職場を働きやすくするためには

どうすれば良いのか、介護現場における生産性向上等、多くの事を学ぶ事ができ、改めて

大分県介護現場革新事業について実感する事ができました。 

新型コロナウィルス感染症への対策や介護人材不足等、様々な課題がありますが、社会

福祉法人職員として、またサービスを提供する側として、入所者・利用者の皆様方から

益々満足していただけるサービス提供をしていきたいと思います。 

今後とも研修委員会を中心に、様々なテーマの法人研修を開催し、若山会職員の更なる

質の向上を目指していきたいと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 


